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子どものよりよい成長を考える研修

市内幼稚園・保育園・認定こども園及び市立小学校教諭が参加する研修会。年
1回開催している。
本年度は、文部科学省教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 齋藤
博伸氏を招き「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた連携の在り
方」について御講演をいただき、その後グループ協議を行った。



幼保小連絡懇談会

今年で46回目となる懇談会。年1回1月下旬から2月上旬にかけて実施。市内を6
つのグループに分けている。本懇談会は、「幼稚園、保育園及び小学校低学年
の保育や教育の現状を相互に知ることによって、幼児教育について理解を深め、
その充実を図る」ことを目的としている。令和５年度から３年間は、幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿を手掛かりとした子どもたちの資質・能力の育成
を研究主題とし、川越市ときも学びのプロセスを活用し、幼保小連携の在り方
を考え、取り組んでいく。

川越市ときも学びのプロセス
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家庭版



園・小学校の先生方の思い

令和４年度 幼保小連各懇談会アンケート結果より



令和４年度 幼保小連各懇談会アンケート結果より

幼稚園の先生方の思い

・懇談会の時間がもう少し長く取れるとよいなと感じました。

・懇談会では、幼稚園・保育園・小学校がそれぞれ思いを伝え合い、子供たちに
とって今必要な環境をどう整えていくかなど、実のりある話合いを行うことが
できました。今後も、幼保小がしっかり連携を図り、子供たちの成長を助長し
ていけるよう、環境をつくっていきたいと思います。

・園に戻って実践していきたいことがたくさんあると感じたので１年を通して数
回幼保小との連携がとれるとよいと思います。



令和４年度 幼保小連各懇談会アンケート結果より

保育園の先生方の思い

・子供たちが期待をもって就学することができるよう幼保小連携を密にしてい
けたらと改めて感じることができました。

・今回は１月末でしたが、５月・１０月頃の子供の姿や授業の雰囲気も見たい
です。

・幼稚園・保育園が単なる小学校に入学するための練習をする場から「教育す
る施設」としてしっかり連携をとっていくことの大切さを感じました。今後
は双方を行き来しながらの交流会などもできればいいと感じました。



令和４年度 幼保小連各懇談会アンケート結果より

小学校の先生方の思い

・幼稚園や保育園の入学前の子供の様子も見てみたいと思いました。

・小学校入学後の様子を見てもらい、今後のアプローチカリキュラムを見直して
いく機会があればよいと思いました。小学校側としても引継ぎでわからなかっ
たことも聞ける機会になりますし、双方にとって児童理解や指導につながるの
ではないかと思います。

・子供の育成において、幼保小で同じ方向性を目指していくことは、とても重要
であると思います。そのためには双方の現状や取組、課題等を共有する話合い
等の場が必要です。



川越市幼保小連携モデル指定研究とは？
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川越市幼保小連携モデル指定研究趣旨

園・学校間の接続期における児童生徒の不適応の解消を図るとともに、幼児期
の教育及び義務教育９年間を通して、必要な資質・能力を育成するため、「幼
保小連携モデル指定研究」を行い、その研究の成果を各園・小学校に周知する
ことで「小１プロブレム」の解消や子どものよりよい成長につなげていく。



令和４年度

（１）研究内容

・４つの視点を設け、それに基づく手立てを設定し、各園で実践

（２）研究の視点

① 川越市ときも学びのプロセスの視点

② 幼保小連携の視点

③ 学びに向かう力の視点

④ 日々の保育の言語化の視点

第１回幼保小連携モデル指定研究成果発表会にて周知 令和５年10月13日（金）



令和５年度

（１）研究内容

・幼保小連携モデル指定園・校及び連携園における連携の在り方

（２）研究の手立て

② 幼保小連携会議を年３回開催

① 令和４年度の園での研究内容の効果検証を小学校で実施

③ 架け橋期カリキュラムの作成

第２回幼保小連携モデル指定研究成果発表会にて周知 令和６年２月９日（金）



架け橋期カリキュラム基本方針
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架け橋期カリキュラム作成の基本方針

・園のアプローチカリキュラム

小学校のスタートカリキュラム を基盤とする。

・「川越市架け橋期カリキュラム共通の視点」を基に話し合い作成する。

基本方針 １

基本方針 ２

・手掛かりは「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

「育成を目指す資質・能力」を視野に入れ策定。

基本方針 ３

・進学する先の小学校で、幼稚園・認定こども園・保育園が集まり話し合う。



・実質的な話合いや実践を重視し、架け橋期カリキュラム作成がゴールでは

なく、幼保小の先生が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていく。

ゴール：幼保小での継続的な連携の確立

基本方針 ４

架け橋期カリキュラム作成の基本方針
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幼保小連携会議とは？
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架け橋期
カリキュラム
作成の手引き
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カリキュラム
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令和6年度の研究内容
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令和6年度

（１）研究内容

・学びの連続性をふまえた未来へつながる力の育成

（２）研究の手立て

① 幼保小連携会議を年３回実施

② 架け橋期カリキュラムの実施・検証・改善

③ アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの見直し・実施・検証・改善



幼保小のさらなる連携

令和４～６年度の幼保小連携モデル指定研究の
成果を市内園・校にて共有しさらなる連携を図
っていく。
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